
 

平成 28 年 3 月 16 日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

 

 

楢葉遠隔技術開発センター試験棟完成式の開催について 

（取材案内） 
 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（理事長：児玉敏雄）は、東京電力株式会社

福島第一原子力発電所の廃止措置に向けて、福島県双葉郡楢葉町において、遠隔操作機
器・装置の開発実証施設である楢葉遠隔技術開発センターの建設を進めてきました。昨年 10
月には、同センターの研究管理棟が完成し、一部運用を開始しました。一方、試験棟の工事
等もその後順調に進捗し、今般、試験棟完成式を開催することになりました。 
つきましては、下記のとおり取材のご案内をさせていただきます。 
 

記 
 
 

１．日 時 ： 平成 28 年 3 月 30 日（水） 13 時 30 分から 14 時 30 分（予定） 

 

２．場 所 ： 福島県双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸１番２２号 

         楢葉遠隔技術開発センター（楢葉南工業団地内） 

 

３．主な出席者：経済産業省、文部科学省、復興庁、福島県、楢葉町 他 

            

４．集合時間及び集合場所 ： 別紙案内図参照 

   13 時 15 分までに会場前に集合をお願いいたします。 

 

５．その他 

試験棟完成式終了後、ご希望の方には試験棟の内覧を実施いたします。試験棟

完成式の取材及び内覧取材をご希望される方は、お手数ですが別紙取材申込書に

て、3 月 28 日（月）15：00 までに FAX 等でご一報いただければ幸いです。（送付先

FAX 番号 024-524-1073） 

  

【本件に関する問合せ先】 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 
（施設に関する内容） 

福島研究基盤創生センター 事業計画課 大岡 誠 TEL: 0246-35-7650 
 

（報道担当） 
福島事業管理部 眞鍋、吉田 TEL：024-524-1060 FAX: 024-524-1073 
広報部報道課  中野 裕範  TEL：03-3592-2346、FAX：03-5157-1950 

【本件配付先】 
平成 28年 3 月 16 日（水）15:00 
経済産業記者会、 
文部科学記者会、科学記者会、 
原子力規制庁記者会（仮称）、 
福島県政記者クラブ、 
いわき記者クラブ、いわき記者会 



（別紙） 

平成 28 年 3 月  日 

 

 

楢葉遠隔技術開発センター試験棟完成式の開催について 

＜取材申込書＞ 

 

送付先 

 日本原子力研究開発機構 福島研究開発部門 福島事業管理部 総務課 行 

 （FAX 024-524-1073） 
 

 

報道機関名                     

  

（連絡先電話番号                ） 

 

取材者氏名 

所 属 氏 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■内覧参加 （  ） 希望する 

 ※内覧取材を希望される場合、○を付けてください。 

 



【案内図】 

 

○住所 

福島県双葉郡楢葉町 大字山田岡字仲丸１番２２号 

（楢葉南工業団地内） 

 

※会場では、現地誘導員の指示に従って駐車願います。 

 

○いわき駅からタクシーで約４５分 

○JR 常磐線 木戸駅より車で約７分 2. 4km 

○常磐自動車道 広野 IC より約１０分 3.4km 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※国土地理院 電子国土より 

 

 

 

楢葉遠隔技術開発センター 

６ 

【楢葉南工業団地拡大図】 

６ 



国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
福島研究開発部門 福島研究基盤創生センター

楢葉遠隔技術開発センター

東京電力㈱福島第一原子力発電所の
廃止措置に向けた挑戦

研究管理棟

試験棟

幅35(m)×奥行25(m) ×高さ20(m)

幅80(m)×奥行60(m) ×高さ40(m)



Ⅰ 廃止措置に向けた課題

2011年3月11日の東日本大震災（東北
地方太平洋沖地震）に伴い、東京電力㈱
福島第一原子力発電所（1F）の事故が
発生しました。これにより、放射性物質
が広範囲に環境へ放出されるという
原子力災害につながりました。
原子力災害からの復興・再生には、環境
回復・1F廃止措置は必要不可欠です。1F

廃止措置を推進するために、原子炉内で
溶け落ちた燃料デブリの取出し、放射性
廃棄物の処理・処分などが課題です。





 遠隔操作機器・装置の開発・実証施設
（楢葉遠隔技術開発センター）
2015年9月24日から一部運用を開始

 放射性物質の分析・研究施設
（大熊分析・研究センター）
2014年度から詳細設計開始

Ⅱ 福島研究基盤創生センターの役割

1Fで廃炉作業を円滑に進めるためには、ロボットを使った遠隔技術が必要不可欠となり
ます。楢葉遠隔技術開発センターでは、各種試験設備を整備するとともに、ロボット開発
に必要な標準試験法、ロボットシミュレータ等の研究開発を行っていきます。

ロボット標準試験法の開発

共通基盤的なタスク遂行能力を定量的に
評価する試験法を開発し、ロボットの要求
水準やオペレータの技能達成水準を明示

1F廃止措置推進に必要不可欠な遠隔操作機器
や放射性物質の分析・研究などに関する技術基盤
を確立するため、福島県内に研究拠点を整備。

ロボットシミュレータの開発

1Fの作業現場をコンピュータ内に再現し、
ロボット製作を合理的に行うためのロボッ
トシミュレータを開発

国立研究開発法人産業技
術総合研究所（AIST）が開
発するChoreonoidをベース
にしたロボットシミュレータ



施設は研究管理棟と試験棟から構成されます。研究管理棟には、研究者の居室等の他、
没入型バーチャルリアリティ（ＶＲ）システムやロボットシミュレータを設置してあります。試
験棟には、原子炉格納容器（ＰＣＶ）下部の模擬体等を設置し、1Fの状況を出来る限り再
現している他、災害対応ロボットの屋内実証試験、作業者の育成・訓練等も実施します。

Ⅲ 楢葉遠隔技術開発センターの施設・設備

モックアップ階段

幅7(m)×奥行5(m)×高さ7.5(m)

作動状況を定量的に計測するために必要なモー
ションキャプチャを整備します。また、カメラを移動
することによって計測エリアも変えられます。

ロボットの実証試験に必要な1F施設内の階段
を模擬するモックアップ階段を整備します。さら
に、多様なニーズに対応できるよう組立てパー
ツをモジュール化します。

原子炉格納容器下部実規模試験体
【提供】技術研究組合国際廃炉研究開発機構（IRID）

試験用水槽

幅6(m)×奥行7(m)×高さ8.5(m)

モーションキャプチャ

計測範囲 幅10(m)×奥行10(m)×高さ2(m)
データ保証精度 1.5(mm)

水中ロボットの実証試験に必要な1F炉内の

水中環境を模擬する円筒型水槽を整備しま
す。また、付帯設備として昇温装置、水中カメ
ラ、水中照明等を設置します。

試験棟

実規模実証試験設備 要素試験設備

幅20(m)×奥行18(m)×高さ18(m)

1/8セクター試験体

 施設内（模擬空間）を自由に移動
し、あたかも1F施設内にいる感覚
を体験できます。

 作業計画に沿った訓練を想定し、
移動経路や移動速度を設定する
ことが可能です。

 訓練者の移動情報は記録・再生
可能であるため、後から実施内容
を確認することも可能です。

研究管理棟 現場で得られた知見・経験等の
フィードバック・蓄積

確実な作業の実施

効率的な作業手順、試験方法、
安全な作業

○作業計画の立案・事前検証
○作業事前訓練

○作業計画の検証
○作業訓練



いわき事務所
〒970-8026 福島県いわき市平字大町7番1号平セントラルビル8階
TEL：0246-35-7650（代表） FAX：0246-24-4031

楢葉遠隔技術開発センター
〒979-0513 福島県双葉郡楢葉町大字山田岡字仲丸1番22号
TEL：0240-26-1040（代表） FAX：0240-26-1042

2015.10

楢葉遠隔技術開発センター（モックアップ試験施設）

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）

福島研究開発部門 福島研究基盤創生センター

大熊分析・研究センター（放射性物質の分析・研究施設）


